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歌曲「みずき」

203

詩　　山本晋二

作曲　川井明男＊

まえがさ

この曲は長野市在住の詩人山本晋二氏の詩「みずき」をソプラノ用歌曲として作曲したものである。

この詩の“生命の燃焼のみごとさ”を謳いあげたすぼらしさにひかれ，作曲に取り組んだ。

作曲にあたっては作詩者の自然への深い愛情や，静かな中に秘められた強い情感などをできるだけ

表出しようと試みた。また詩の背景ともいえる四季の移り変わりを，間奏のリズムや和声を変化させ

ることで表現しようと努めた。

曲は4分の4拍子で変ホ長調，途中変イ長調，ホ長調，イ長調，ハ短調に転調している。曲は116

小節で演奏時間は約6分である。

楽譜の作製には，パソコソは「ATARI」，ソフトは「NOTATORSL」を使用した。

「みずき」

葉が散りつくし

みぞれまじりの雪で濡れた

つややかな　黒い枝々

赤い実が　うたっている

春の先がけの

白い蝶の群れのようだった　花花

恵みの雨の日日

すさまじく伸びていった　若枝

燃える陽照りに

たえだえにうなだれていた　葉末

＊〒380　長野市三輪8－49－7　長野県短期大学

全身を　真紅のきれざれで

色どった　旅立ちの秋－

おお　過ぎた歳月のすべて

小さい　あの赤い実に

凝集して

いま　寒天に

はっはっと燃え

想いのありたけを　放射している

（出典：「樹下自乗　山本晋二詩集」思潮社，1980年）
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川井明男　作曲
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